
令和４年度　島根県学力調査結果及び分析（松江市立中央小学校）

(１)学力調査結果から見られた成果と課題（○：成果　●：課題）

(２）生活意識調査から見られた成果と課題（○：成果　●：課題）

（３）意識調査（教育委員会として注目している項目のうち、全国学力・学習状況調査と同様の質問項目を挙げています）

【受検者数】 5年生 ４９名 6年生 ４８名

5
年
国
語

○現学年に配当されている漢字を正しく読んだり、前学年
に配当されている漢字を正しく書いたりすることの正答率
は、全国正答率を上回っている。
○物語の内容を読み取り、登場人物の心情について描写
を基に捉えることができている。
●指定された長さで文章を書いたり、段落の役割について
理解し、２段落構成で文章を書いたりすることについて、条
件を満たす文章が書けなかったり、無回答であったりする。

6
年
国
語

○「話すこと・聞くこと」の領域において、全ての設問で全国
正答率を上回っている。
○現学年に配当されている漢字を正しく読むことの正答率
は、目標値を上回っている。
●文章中の情報と情報との関係について理解することに課
題がある。
●記述式の設問において、条件を満たす文章が書けな
かったり、無回答であったりする割合が高い。

5
年
算
数

○基本的な小数のかけ算・わり算の正答率が高い。
●時間内に全ての設問に取り組むことができなかったり、
一つ一つの設問にかける時間の配分がうまくできなかった
りして、選択式の問題であっても無回答がある。

6
年
算
数

○「図形」の領域において、線対称と点対称について理解し
ている。
●「変化と関係」の領域において、比と比の値について理解
し、比を使って一方の量から他方の量を求めることの正答
率が低い。

5
年

○学校や地域に愛着を感じており、地域の行事に参加している児
童が多い。
○将来の夢や目標をもったり、自分の良さを自覚できたりしている
児童が多い。
●本（マンガ・雑誌以外）や新聞記事を読んでいる児童の割合が
低く、新しい言葉や長い文章にふれる機会を増やす必要がある。

６
年

○早寝早起きを心がけ、学習や遊び、メディアの時間を決
めるなど、基本的な生活習慣が整っている児童が多い。
○読書をしたり、テレビのニュースを見たりしている児童の
割合が高い。
●周囲から認められていないと感じ、自分の良さを自覚で
きず、自己肯定感が低い児童の割合が３割を超えている。

※欠席等により調査によって受検者数が異なる場合は、
最少の受検者数をもって表示。
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